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1．はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地 震な ど広 域 大規模 災 害発生 時 に は多 くの 負傷者が一

度に 発

生するた め，医療機 関 には迅速 かつ 適切 な治療 や患者搬送手
段 が 求 め られ る．その た め，災害 医療で は 複数 の 患者 に 対 し，
重症度 と緊急性 によ っ て治療 の 優先 度 を決定 し （トリア

ージ），
そ の 結 果に応 じて 搬 送順 や搬送 先 の 決定 等 を行 う必 要 が あ る

［1］．そ こ で本 発表 で は，まず 緊急 医療支 援 として，トリア
ー

ジ情報 をデジタル 化 し，特定小 電力 無線 ネ ッ トワ
ー

ク と衛 星

携帯 電話 に よ っ て 後方 指 揮 本部 へ 伝 送す る 方式 に つ い て 述 べ ，
次に GIS上 で の 実時間データ表 示結 果 を紹介す る．
2 方浅
Z1 システ ム構虞
図 1 に ，本 研 究 で 開 発 し た DMAT（Disaster 　 Medica 工

Assistance 　Team ： 災 害 派 遣 医 療 チ
ーム ）支援情報 シ ス テ ム の

全 体構 成 を示す．本 シ ス テ ム で は まず，現 場 に 派 遣 され た 医

師 が トリア
ージ を行 っ た 後，トリア

ージ情報 を 医師 が 所持 す

る子機 （専用 送 信端 末 ： 略称 エ ア タ グ〉か ら送信 し，災 害エ リ

ア に おい て ，特 定 小 電 力 無線 の ア ドホ ッ ク ネ ッ トワ
ー

ク で 構

成 され る中継機 を介 して 親機 に 情報 を伝送す る．次 に親 機 は

受信 したデータを シ リア ル 通信 に よ り変換用 PC に送信す る．
変換 され た トリア

ージ情 報 を衛 星携帯電話 （NTr ドコ モ ： ワ イ

ドス ター）及び イ ン ターネ ッ トを経由 して，デー
タセ ン タ へ 伝

送 す る．そ の た め，後 方 指 揮本 部 等 は 実時 聞で 患 者情報 の 取

得 が可能 とな る，

　　

　　　　　　　　　　図 1シ ス テ ム 構成

2．2 轟示7 プリケーシ ョ ン

トリア
ージ状況の 画 面表示 は WEBア プ リケー

シ ョ ン として作
成 し，表示 され る 色 は ト リアージ 区分 の 色 に 対応 させ る．表

示の 種類 として は，中継機単位，市区町村単位 ， GPS に よる位
置情 報単位の 3種 類 が あ る．ま た GPS 表示 で は，傷病者 ID を

数字 で 示す こ と とする．

　 図 2 山 古志で の 実験結果 　　　 図 3GPS 情報単位の 表示結果

3．鍵験艢果
本 シス テ ム の 動作 を確 認す るために，2009年 10月 18 日に 開

催 され た 山古志防 災訓 練 に おい て 実証 実験 を行 っ た．こ こで

は，新 潟大 学医歯 学総 合病院お よび長岡赤十字病院 DMATチー

ム の 協力 を得て ，地元 小 中学生 30 人 の ボ ラ ン テ ィ ア に トリ ア
ー

ジ が 行わ れた．まず 訓練会 場 を崩 落現場　 避難所お よび病

院の 3 区域に分割 し，崩 落現場 で 3Q人全 員の トリア
ージが行

われ た．次 に治療優 先度 別 に，避難 所 か ら病 院 に移送 し，そ

れ ぞれ の 区域 で の 傷病者 の 増減，総数を携帯電話 （NTT ドコ

モ ：HT−03A）の Web 上 画面 で確 認 した．ま た ，今回 は，屋 内

実験 の た め，データセ ン タへ の 情報送信に は LANを用い た．
　図 2 に 防災訓練時の トリア

ージ 情 報表 示結 果を示 す．こ こ で

は，避 難所 か らの 重症 患者全員 （グ ラフ ：赤 ） が長 岡赤十宇

病院に移送 された様 子 が示 され て い る．ま た，図 3 に 別 途，
新潟大 学構 内で 実施 した GPS に よる傷病 者の 位置表示結果 を

示 す．こ こ で は，合 計 17ポイ ン トの 傷病 者位置が逐 次正 確に

表 示 さ れ る 事 を確認 した．また，衛 星携 帯電 話 を用 い た シ ス

テ ム の 動作 実験 を行 い ，正 常な回線 接続機 能 を確認 した，
4．脅察 ・蜜とめ
傷病者の トリア

ージ情報をデジタル 化 した の ちデータベ ース

に 登 録 し，GIS上 で 傷病者数 を 動 的に 表示 す るシ ス テ ム を開発

した．また特定小 電力無線ネ ッ トワ ークを用 い て，商用電 源

の 停止 が 予測 され る災 害時 に も トリア ージ 情 報 を実 時間で 把

握で きるこ とを確認 した．今後は，大規模 災 害 を想 定 したサー
バ 負荷の 推定，情報 閲 覧機 関 ご との 必要性 に応 じた表 示方 法 の

検討や デー
タ ベ ー

ス 設 計方法 につ い て の 検 討 を行 い ， シ ス テ

ム の 実 用 化 を 目指 す 予 定 で あ る．
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